
甲府城(舞鶴城,一条小山城)(県史跡,百名城)(甲府市丸の内) 

 甲府城（こうふじょう）は、山梨県甲府市にあった城である。別名、舞鶴城（まいづるじょう）。山梨県

史跡に指定されている。 

 概要 

甲府盆地北部、現在の甲府市中心街の一条小山に築城された中世から近世にかけての平山城である。 甲斐

国では戦国期から甲府が政治的中心地となり、躑躅ヶ崎館（武田氏居館）を中心とする武田城下町が造成

されたが、武田氏滅亡後に甲斐を領した徳川氏や豊臣系大名が甲斐を支配し、甲府城を築城して新たに甲

府城下町が整備された。豊臣政権では徳川家康を牽制する要所、江戸時代では将軍家に最も近い親藩（甲

府藩）の城となった。天守台はあるが天守が建てられていたかは不明である。江戸時代には初期の幕府直

轄領時代から甲府藩時代、享保年間に再び直轄領とされた甲府勤番時代を通じて統治の拠点となる。 

明治時代、1873年の廃城処分となった以降にも甲府は政治的・経済的中心地として機能し、甲府城は県庁

主導の殖産興業政策において建物などの破却が行われ、内堀が埋め立てられて官業施設化される。さらに

中央線（JR東日本中央本線）の開通と甲府駅（甲府城清水曲輪跡にあたる）の開業により城跡は分断され

たが、戦後には城跡の発掘調査や史跡の整備が進み、現在は、本丸・天守曲輪及び天守台・稲荷曲輪・鍛

冶曲輪の石垣、堀の一部が残り、武田氏居館とともに甲府駅周辺の観光地となっている。 

また、出土遺物のうち鯱瓦（甲府城跡出土金箔鯱瓦）と飾瓦（甲府城跡出土飾瓦）は県指定文化財。 

歴史・沿革 

武田氏滅亡後の甲斐を巡る情勢と甲府城 

甲府城が築城された一条小山は甲斐国山梨郡板垣郷にあたり、平安時代後期には甲斐源氏の一族である甲

斐一条氏が領し、一条忠頼の居館があったという。忠頼の死後、館は夫人がその菩提を弔うために開いた

尼寺となり、鎌倉時代には時宗道場の一蓮寺となる。 

戦国時代には守護武田氏・武田信虎期に甲府が開創され、躑躅ヶ崎館（武田氏居館）を中心とする武田城

下町が整備される。武田城下町において一条小山は南端に位置している。武田氏は信虎・晴信（信玄）期

に戦国大名化し、信濃・駿河・西上野へと領国拡大を行い、甲府・躑躅ヶ崎館は勝頼期至るまで領国経営

の中心であった。勝頼期には盆地西部の西郡に新たに新府城が築城され府中の移転が試みられたが、天正

10年（1582年）3月に織田・徳川連合軍の侵攻による武田氏の滅亡で途上に終わった。 

武田氏滅亡後、甲斐は織田家臣河尻秀隆が領し、引き続き躑躅ヶ崎館が支配的拠点となるが、本能寺の変

による信長の横死、甲斐・武田遺領を巡る天正壬午の乱を経て武田遺領のうち甲斐・駿河は徳川家康が領

し、家康は五カ国を領し東国において台頭する。 

家康は天正 12年（1584年）の小牧・長久手の戦いを経て豊臣政権に臣従し、豊臣政権と相模後北条氏と

の関係が緊張すると、後北条領国と接する甲斐においても政治情勢が緊迫化する。 

天正 18年（1590年）の小田原合戦により後北条氏は滅亡し、家康は旧後北条領国の関東へ移封される。

甲斐は豊臣大名に与えられ、豊臣大名時代には甲府城の築城が本格化している。 

築城主・築城年代 

家康は甲府・躑躅ヶ崎館を甲斐における支配的拠点としていたが、1583年（天正 11年）には家臣の平岩

親吉に命じて一条小山の縄張りを行い、甲府城の築城を企図したと言われる。 

甲府城の築城主を徳川家康とする説は古くからあり、江戸後期に編纂された『甲斐国志』では築城主を家

康・年代を天正 13年（1585年）としている。昭和戦後期には 1969年（昭和 44年）に『甲府城総合調査

報告書』が築城主を家康・年代を天正 11年としている。 

築城主を家康・年代を天正 10年・13年とする説の根拠となる史料には年未詳徳川家奉行人連署状写、享

保年間の『甲斐国歴代譜』、「愛宕山宝蔵院」『甲斐国志』仏寺部があるが、いずれも家康による築城を



確定する史料でなく、この時期に甲斐国内において大規模な動員がかけられた形跡もないことが指摘され

る。 

天正 11年築城説の根拠となる年未詳正月 27日付平岩親吉宛書状において、家康は家臣の平岩に対して一

条小山における築城の準備を命じており、「石垣積」の技術を持つ職人衆の派遣を行っている。石垣積は

「穴太積」とも呼ばれる西国系の技術で、織田信長が天正 4年（1576年（の安土城築城において本格的に

使用し、豊臣秀吉に引き継がれたという。戦国期の甲斐や武田領国、家康の領した東国五カ国には存在せ

ず、甲府城において初めて用いられている。現在の甲府城の石垣遺構は技術的な中断の形跡が無く同一の

技術水準によるものであることが指摘され、豊臣大名時代の築造と考えられている。 

これらの石垣積の導入時期や甲斐・家康を巡る政治情勢から、平山優は甲府城築城に関わる年未詳家康文

書の年代比定は天正 11年ではなく、小田原合戦・家康の関東転封をひかえた天正 17年頃である可能性が

指摘を指摘し、家康は甲府城の築城を企図していたが実現されず、甲府城の築城は豊臣大名時代になされ

たと評価している。 

豊臣大名時代の築造 

甲府城の築城は豊臣大名時代に本格化している。羽柴秀勝は天正 18年 7月に甲斐を拝領するが、翌天正

19年 2月には美濃へ転封されているため在国期間が短く、秀勝時代の甲府城築城に関する史料は天正 18

年 8月 3日付羽柴秀勝黒印状写のみが知られている。 

秀勝の次に甲斐を拝領した加藤光泰時代には天正 19年 10月 19日付加藤光泰黒印状や年未詳正月 14日付

加藤光泰書状などの史料が見られ、杣工に動員をかけ甲府城築城を行っており、城内の殿舎の建設も開始

されている。光泰時代に甲府城の築城は本丸・天守曲輪・稲荷曲輪・館曲輪など中心部分が竣工されてい

たと考えられている。 

次代の浅野長政・幸長時代にも築城は継続されているが、このころには秀吉の朝鮮出兵が行われ、甲府城

の築城は困難にさしかかっており、甲斐では農民の逃散も発生している。光泰・浅野氏時代には一条小山

の一蓮寺をはじめ、寺社の移転も行われている。 

江戸時代・近代 

• 1603年（慶長 8年） 徳川義直（家康の九男）が城主となる。 

• 1607年（慶長 12年） 義直が清洲へ転封。城番制がしかれる。 

• 1616年（元和 2年） 徳川忠長（秀忠の二男、駿府城主）の支城となる。 

• 1632年（寛永 9年） 忠長死去。城番制がしかれる。 

• 1661年（寛文元年） 徳川綱重（家光の三男）が城主となる。 

• 1678年（延宝 6年） 徳川綱豊（綱重嫡男）が城主となる。 

• 1704年（宝永元年） 綱豊が将軍世嗣として江戸城に入り、徳川家宣と改名。 

• 1705年（宝永 2年） 柳沢吉保が城主となる。初めて親藩以外の領地となる。 

• 1724年（享保 9年） 柳沢吉里（吉保嫡男）が大和郡山へ転封。甲斐一国が幕府領となる。甲府勤

番の設置。 

• 1727年（享保 12年） 甲府城大火。 

• 1734年（享保 19年） 城内に盗賊が侵入し 1400両の公金が盗難される甲府城御金蔵事件が発生す

る。犯人は不明で、当日に博打をしていた甲府勤番士の怠慢が指摘され 17名が処罰される。1742

年（寛保 2年）には 高畑村の百姓次郎兵衛が捕縛され、事件は解決した。この事件は人々の間で

関心を呼び、作者成立年代は不明で出版もなされていないが、フィクションを交えた勧善懲悪の物

語として構成された実録小説『甲金録』となった。 

• 1866年（慶応 2年） 勤番制を廃止し、城代を設置。 

• 1868年（明治元年） 明治維新。板垣退助らが無血入城。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9F%8E%E4%B8%BB
http://ja.wikipedia.org/wiki/1724%E5%B9%B4


• 1873年（明治 6年） 廃城。 

 構造 

甲府城は内堀・ニノ堀・三の堀で各領域が構成され、それぞれ内城部分、内郭部分、町人地を囲郭してい

る。内城部分には天守台や本丸、諸曲輪が存在し、北側に山手門、南側には追手門、西側には柳門が存在

し出入口となっている。ニの堀は武家地の内郭部分を囲み、甲府勤番役宅や勤番士の屋敷、年貢米を集積

する米蔵や御花畑、薬園、学問所である徽典館などの諸施設がある。三ノ堀は町人地で、北側の古府中と

南東の新府中で構成される（甲府城下町）。 

Wikipediaによる 

 

 


